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研究成果の概要：本研究では，SNSやクラウド型のチームコミュニケーションツールを活用して物理的距離に依
らない協働チームを生成することで，情報共有を効率的に行いながら，学校現場で活用できるプレゼンテーショ
ン教材を開発しWeb公開を目指すと共に，その実現可能性を探った。
成果として，原則有料である種々のクラウド型ツールには，機能を限定した無料版が存在しており，無料版でも
物理的距離に依らない協働チームを組成し，十分に機能させることができた。これは，費用面において導入に課
題のある学校現場でも，情報フィルタリング等の問題をクリアし，教員の労力に配慮すれば，効果的な協働を実
現できる可能性があるという一例を示すことができた。

研究分野：社会科学／教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学校数の少ない特別支援学校は，学校間の距離が離れていることから，通常の小学校・中学校に比べ，情報共有
や協働はハードルが高いため，物理的距離に依らない協働が可能になれば，情報共有や協働を効率的・効果的に
進めることができるようになり，多様な情報交流により，新たな価値の創造を生みやすくなる可能性がある。本
研究は，その部分に大きく寄与する研究であり，社会的意義の大きい取組である。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
筆者は，これまでの研究で「Teach U～特別支援教育のためのプレゼン教材サイト～（以下，

Teach U）」を 2019年 6月に立ち上げた。Teach Uでは，Microsoft PowerPointに代表するプ
レゼンテーションソフトで作成された教材（以下，プレゼン教材）を，2020年 10月時点まで
に約 200種類のプレゼン教材をほぼ一人で開発・公開をしたが，Teach Uに関心を抱いた全国
の教員から，教材のアイデアが集まり始めた。しかし，教材を実際に作成するの一人で行うた
め，教材作成が追い付いていない現状があった。一人の知恵だけでなく集合知で教材を考案し，
開発を協働できれば，非常に効率的に教材を蓄積でき，全国の学校教育の教材充実の一助にな
ると考えた。 
そこで，本研究では，SNS（Social Network Service）やクラウド型のチームコミュニケー
ションツール（以下，クラウド型ツール）でデータをインターネット上で管理・共有すること
で，参加者間の物理的距離に依らない協働チームを生成する。教育現場において，情報共有を
効率的に行いながら，教材を協働で開発する仕組みの実現可能性を探る。集合知を生み出すシ
ステムを模索しながらも，開発した教材は，引き続きWeb 上で公開する。 
 
２．研究成果 
まず，Teach Uの教材開発の協働チームを，その意図と役割が伝わるように「Teach Uサポ
ーター」と名付け，Teach U上で募った。他，Teach Uの Facebookページを作成し，Facebook
上でも募集を発信した。発信の際は，協働チームに携わる役割を分かりやすくに伝えるため，
表１のように Teach Uサポーターの役割名をつけるとともに，図１の概念図を示した。 

 
表１ Teach Uサポーターの役割名と内容 

役割名 内容 
①スライドデザイナー PowerPoint 教材を形にする 
②解説動画クリエイター できあがった PowerPoint 教材の操作を解説動画にする 
③絵コンテ職人 PowerPoint 教材の構成を考える 
④Web サイト管理人 Teach U の Web サイトを運営する 
⑤イラストレーター Teach U の教材に使用するイラストを作る 
⑥モニター 授業で活用した感想等をフィードバックする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ Teach Uサポーター概念図 
 
Teach Uサポーターは全国より 20人の参加希望が集まった。内訳は，現職教員 13人，指導
主事１人，大学生３人，教職大学院生３人であった。そのうち教職大学院生の参加理由として，
「コロナ禍により，大学へのスクーリングがなく，時間がある」「教育における ICT 活用を学
びたい」という声が聞かれた。大学生は，卒業論文制作の一過程としてプレゼン教材を開発し
た。 

Teach Uサポーター間で，物理的距離に依らないコミュニケーションを成立させるため，ビ
デオ会議システム「Zoom」やメタバース「oVice」による顔合わせを行い，ビジネス用メッセ



ージアプリ「Slack」でメッセージの共有やファイルの添付をするWeb上の協働空間を構築し
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 質問「今年度 Teach Uサポーターとして 

どのような形でご協力いただけましたか？」（複数回答可）（N=12） 
 
図２は，Teach Uサポーターに年度末に実施したアンケートの結果である。役割別にみると，
「⑥モニター」が最も多い協力の形であった。理由としては，「授業内で活用」「研究授業で活
用」等，実際に開発した教材を授業で活用した声が寄せられた。実践した結果を，クラウド型
プレゼンテーションツールである「Googleスライド」で集約したところ，フィードバックは７
つ寄せられた。授業での活用が，自然な形で協力しやすかったことが考えられる。 
次の多かったのが「協力できなかった」という回答である。理由としては，「なかなか協力が
できず心苦しい」「十分な協力ができずに申し訳ない」という学校業務の多忙感からのコメント
があり，学校の通常業務とは別での協力の難しさが考えられる。また，「私の技術不足も痛感」
という PowerPointの編集技量不足からのコメントがあり，Teach Uサポーターがプレゼン教
材を実際に編集して開発するためには，Teach Uサポーターの編集技量を高めるための研修や
情報交換等の取組をさらに進める必要性がある。 
ただ，Teach Uサポーターと協働で結果的には 21個の教材を開発できた。そのうち，Teach 

Uサポーターが「①スライドデザイナー」としてプレゼン教材を作成したのは 6個で，残りの
15 個は発案は協働したが教材作成は筆者が行う結果となった。他に，「②解説動画クリエイタ
ー」については，当初 YouTube用の動画の編集・公開を想定していたが，編集作業の労力が多
いことから，協力者は０人だった。そこで，各教材の動作をアニメーションで示す１分動画を，
Twitterを使って発信し，その URLを Teach Uの教材ページに貼付する方法に切り替えたと
ころ，協力者が１人現れ，結果 23本の動画作成に至った。協力者からは「YouTubeより Twitter
動画は手軽に作成できる」という声が聞かれ，動画作成の労力が Teach Uサポーターの協力態
勢に影響を与える可能性が示された。 
当初予定していなかった成果も見られた。約 400種類公開している Teach Uの教材を，１人
の Teach U サポーターの発案で，Excel で一覧化した。それを筆者と協働で考案し Google
スプレッドシート（クラウド型ツール）を使って，誰でもアクセスできるリンク集として公開
することができた。これは，協働チームで即時的に情報を共有できるようになったことで，効
果的な協働によって新たな価値を生み出した，典型的な例である。 
今回，種々のクラウド型ツールを用いたが，原則有料版であるものの，ほとんどのものには
機能を限定した無料版が存在しており，無料版でも十分に協働チームを組成し，機能させるこ
とができた。これは，費用面において導入に壁のある学校現場でも，情報フィルタリング等の
問題をクリアできれば，十分に実現可能性があることを示唆する結果であった。 

Teach Uのアクセス状況は，2022年 5月 29日現在，963,488アクセスであり，伸び幅を徐々
に広げ，アクセス数が右肩上がりに上昇している。費用面を押さえたツールを駆使して物理的
距離に依らない協働チームを構築できれば，チームのメンバー自身の教材開発の技量を高めつ
つ，現職教員の労力にも配慮することで，効果的な協働を実現できる可能性があるという一例
を示すことができた。 
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